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長 1.64 ± 0.05m，体重 62.9 ± 5.7kg，年齢 19.2±1.3 歳，






　本実験は，14 名の被験者をランダムに A グループ（7




















































画像解析ソフトウェア（DKH 社製 Frame-DIAS Ⅴ）を
用いてバットヘッドとグリップエンド，ボールの中心の
3 点をデジタイズし，DLT 法により各分析点の 3 次元
座標値を算出した．本研究では図 2 に示すように静止座
標系を定義し，ホームベースからセンター方向に対して









　 1  ．ヘッド速度最大値：スイングスタートから終了ま
での間におけるヘッド速度の最大値
　 2  ．インパクト時のヘッド速度：バットとボールが衝
突する（インパクト）直前のフレームにおけるイン
パクト時のヘッド速度
　 3  ．ボール速度：インパクト直後のボール速度





　 5  ．ボールインパクト直前までの時間：スイングスタ
ートからバットとボールが衝突する直前のフレーム
までの時間 




























































































トス練習無し 24.15 ± 2.21 21.86 ± 1.62 25.15 ± 2.18 115.2 ± 8.87 0.212 ± 0.074 -14.71 ± 16.40
通常トス練習後 24.23 ± 1.97 21.31 ± 1.51 25.19 ± 1.50 118.4 ± 6.15 0.209 ± 0.059 -12.67 ± 13.72
後方トス練習後 24.50 ± 1.94 21.77 ± 1.60 25.37 ± 1.64 116.8 ± 6.57 0.179 ± 0.034 -13.54 ± 12.58
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